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●手取り年収で見る住宅購入可能なボーダーエリア※ 

一般的な勤労者に多い手取り年収（800 万円・650 万円・500 万円）を想定した路線図を見てみると、対象駅こそ少

ないものの他の都市圏と同様に手取り年収が下がるにつれて名古屋市中心部を起点にボーダーエリアが近郊～

郊外へとシフトしている様子が確認できる。手取り年収 800万円の場合、名古屋市の玄関口である JR名古屋駅を

はじめ近年再開発が進んでオフィスや商業施設が立ち並ぶ栄エリアの「高岳」「丸の内」「矢場町」、名古屋市内で

屈指の高級住宅地である八事エリアや「星ヶ丘」においても依然として新築マンションが購入可能となっている。中

部圏は他の都市圏に比べて新築マンションの価格水準が低く、上昇度合いも緩やかに推移していることもあり、手

取り年収 800万円の購入検討者はまだ多くの選択肢を有している。手取り年収 650万円で住宅購入可能なボーダ

ーエリアを見てみると、名古屋市営地下鉄東山線を中心に南北方面へややシフトしている。最近人気を博している

名古屋市営地下鉄桜通線沿線は JR 名古屋駅や「久屋大通」に直結しており、特に「吹上」から「新瑞橋」の区間は

主要幹線道路も通っていることから住宅地として需要が高い。路線図では新築マンション・新築一戸建て住宅とも

購入可能となっており、名古屋市中心部と比較して主にファミリー世帯や自家用車を保有する世帯などが検討す

るエリアに該当すると考えられる。この他、名古屋市営地下鉄東山線も屈指の人気を誇る沿線だが、新築物件が

購入可能となるのは「一社」以東で、利便性や資産性を追求した駅近マンションか、自家用車の保有を念頭に据え

た一戸建て住宅かで選好が分かれてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京カンテイ、一般的な勤労者の手取り年収で住宅ローンを組んだ場合の返済月額を試算 

中部圏 手取り年収 800 万円なら名古屋市中心部でも住宅購入が可能 

手取り年収 650 万円のボーダーエリアは名古屋市営地下鉄東山線を中心に南北へシフト 

※住宅ローンの条件は、①頭金 2 割で残り 8 割をローンで資金調達、②元利均等返済、③借入期間 35 年、④現行の平均的な変動金利 1.20％として試算 
※返済比率は 25％とした上で返済月額上限を算出、「返済月額上限の金額±1 万円の範囲」に収まる駅を掲出することで住宅購入可能なボーダーエリアを特定 
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ここでは、それぞれの手取り年収において新築マンションが購入可能なボーダーエリアに位置する主要駅を中心

に住宅を購入する際に必要な返済月額を一覧として掲出している。中部圏では分譲マンション・一戸建て住宅の

“棲み分け”が比較的為されていることから、それぞれの住宅タイプが同時期に揃っている駅はあまり多くない。今

回はあくまで新築マンションの購入検討を第一とした上で、その代替として築 10 年中古マンションや新築一戸建て

住宅においても返済月額を試算する運びとしている。そのため、掲出した駅の多くで新築一戸建て住宅が供給さ

れていないケースとなっているわけだが、新築一戸建て住宅のみで購入可能なボーダーの判定を示す場合にはさ

らに多くの駅が対象となることは理解していただきたい。掲出した一覧を見てみると、例えば【ケース①】手取り年

収 800 万円の表中にある JR 東海道本線「名古屋」の新築マンション価格（70 ㎡換算）は 7,108 万円、定義通りの

条件で住宅ローンを組んだ際に想定される返済月額は 165,861 円で、返済月額上限を下回る結果となる。適用金

利が 2.00％まで引き上がった場合には返済月額が 188,356円まで増加し、購入可能なボーダーに想定した範囲か

ら上抜けてしまっている。また、表中には参考までに「購入可能」の定義では購入困難な駅もいくつか取り上げて

いる。例えば、【ケース①】手取り年収 800 万円の名古屋市営地下鉄東山線「一社」や同名城線「久屋大通」などが

それらに該当し、適用金利が 1.20％で既に返済月額上限の約 16.6 万円を上回っている様子が確認できる。ただし、

これらの駅においては借入期間を「40 年」に延ばすことで購入可能の判定となっている。総返済額の増加を受け

入れた上で人気の高いエリアで資産性も期待できる新築マンションを選ぶのか、総返済額を極力抑えた上で現実

的な選択をするのか、金利上昇局面の昨今では一層慎重な判断が求められる。 

【ケース①】手取り年収 800 万円の一覧には分譲マンションが主体の名古屋市中心部に位置する駅が多く並んで

いる。新築一戸建て住宅での返済月額と比較できる駅は限られているわけだが、築 10 年中古マンションに関する

データは揃っており、「久屋大通」を除けばいずれの条件でも購入可能の判定となっている。「久屋大通」でも借入

期間を「40 年」まで延ばせば適用金利が引き上がった場合でも返済月額上限を下回る水準に留まっているので購

入することも視野に入ってくる。しかし、平均価格は新築・築 10 年中古マンションともにかなり高額であり、借入金

額自体も高くなるので借入期間の長期化に伴って総返済額も相応に増えることには十分留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主要駅における住宅ローン返済月額シミュレーション 
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